
日 時     2021年 2月11日（木）17:30-19:00 　　
場 所     Zoom （参加ご希望の方は登録サイトから登録下さい。会議室情報を追って連絡いたします）
言 語     日本語
講演者   米納弘渡 （名古屋大学大学院 情報学研究科 複雑系科学専攻 特任研究員）
タイトル   言語と言語能力の共進化に対する構成論的アプローチ
 
                    2016/3 筑波大学大学院システム情報工学研究科修了。社会経済博士。
                 東京大学大学院工学系研究科特任研究員を経て、2018/4より現職、
                 新学術領域「共創言語進化」C01創発構成論班研究員。
                 言語進化・協力の進化・金融市場を対象に、複雑系科学（部分と全体）と
                 進化ゲーム理論の観点から、実験経済学、エージェント・シミュレーションの
                 手法で研究を行う。

概要　　
人類の言語能力は，言語それ自体の文化進化（古英語から英語への変化など）と，言語使用に必要な言語能力人類の言語能力は，言語それ自体の文化進化（古英語から英語への変化など）と，言語使用に必要な言語能力
（高い認知能力に必要な脳容量，多様な音声のための声帯など）の生物進化の相互作用で創発してきたと考え
られる [Azumagakito 2018, Smith 2018]．また，言語には，思考能力の拡張とコミュニケーション能力の拡張の
2側面があり[Harman 1975, Reboul 2015]，それぞれ本領域の中心テーマである階層性と意図共有に対応する．
これらの異なる時間スケールと機能的側面が関わる相互作用を理解する上で，各構成要素の要点を抽出し組み
合わせたモデルを「創って動かすことで理解する」構成論的アプローチが有用である．本講演では，言語と
言語能力の共進化に関する次の2つの構成論的モデル研究を紹介する．
言語と言語能力の共進化において，学習は両者をつなぐ重要な役割を果たしてきたと考えられる．そこで，言語と言語能力の共進化において，学習は両者をつなぐ重要な役割を果たしてきたと考えられる．そこで，
言語能力は多数の下位機能による創発的特性であるとの観点に基づき，複雑な形質間相互作用を想定した個体
学習と社会学習の進化モデルを構築した[Yonenoh 2019]．各個体は整数の形質値を複数持ち，言語の認知的側面
（自身の持つ形質構成）とコミュニケーション的側面（相手個体を含めた形質構成）において，より多数の
相互作用が存在するほど適応性が共創的に（相乗的に）生じる．実験の結果，学習は適応進化を促進しうること
（ボールドウィン効果）や，社会学習（適応的情報の共有）と個体学習（試行錯誤的な新奇情報獲得）が相補的
に働くことが重要であることなどが示唆された．
言語の起源は共同狩猟や死肉あさり等の協力的な資源獲得が関係してきたと指摘されている[Bickerton 2011]．言語の起源は共同狩猟や死肉あさり等の協力的な資源獲得が関係してきたと指摘されている[Bickerton 2011]．
一方，人類社会は当初の有限で物質的な資源から，知識などの無限に複製可能な情報的な資源を共有するよう
変化しているといえる．そこで，次の構成論的モデルを構築した[Yonenoh 2020, in press]．極座標（動径：
表現力，偏角：構造）で表現された言語空間上に各言語が点で表現される．各生物は扇型の領域（可塑性）で
表され，領域内に存在する言語を共有する個体間で共同資源を獲得し分配される．資源有限性，言語の表現力，
共創的利益，認知的競合，可塑性維持コストに基づく適応度で生物集団が進化すると同時に，言語使用に応じて
言語集団も文化進化する．実験の結果，言語の表現力と生物の言語能力が断続平衡的に増加する様子が観察され，
資源有限性の減少（情報化）は言語の適応進化を促進するが，多様化を抑制する傾向があることなどがわかった．資源有限性の減少（情報化）は言語の適応進化を促進するが，多様化を抑制する傾向があることなどがわかった．
最後に，将来のコミュニケーションのあり方に対するこれらの知見からの示唆について検討する．
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